

























































































































に合格した。MIT は 1 年次をコロラド大学 11 で履修し、2 年次から転学するこ
とを認めていた。ヴォーリズは正規生としてコロラド大学に進学した。正規生の
身分があれば、そのままコロラド大学を卒業することも可能であった。
　学業以外の活動では、YMCA（Yong Men’s Christian Association，キリスト
教青年会）と SVM（Student Volunteer Movement for foreign Mission，海外宣
教学生奉仕団）12 に所属した。後者の活動はメレルの人生を決定づける大きな役
割を果していくことになる。


































































































































1907（明治 40）年 3 月、メレルは伝道活動を理由に英語教師を解任されるこ
とになるが、その予兆は YMCA 発足直後から現れていたのであった。
（3）宣教活動への反発
















































































































Omi Mission のキリスト教活動は、ヴォーリズ合名会社（1910 年設立）を中
核組織として展開していった。同社はキリスト教布教活動を行う宣教部と宣教活
動を財政的に支える産業部によって構成された。自給主義による宣教活動を標榜


























































































































　図表 4 は建築年別作品数の推移、図表 5 は分野別建築作品数を示したものであ
る。この二表から、ヴォーリズ建築事務所の活動が 1920 年以降に本格化してい
く様子が看取できる。生み出された作品数は、1920 ～ 1930 年：514 件（年平均
46.7 件）、1931 ～ 1941 年：648 件（年平均 58.9 件）である。活動初期から一貫






































































































































































































































































































庶務部 教務部 建築部 薬品部 雑貨部 療養院部 合計
要員数 18人 50人 27人 148人 21人 34人 298人







































（昭和 55）年 3 月期決算では黒字転換を実現している。59
図表 9　メンソレータムとメンタームの成分比較
dl-カンフル 9.60% dl-カンフル 9.60%
l-メントール 1.35% l-メントール 1.35%














































て、一般病床 66 床（一般急性期 45 床、ホスピス 16 床、地域包括ケア病床 5 床）、











































図表 10　Omi Mission における教育事業の展開
（出所）筆者作成。
従業員教育を重視した企業家として、郡是製糸の波多野鶴吉（1858 ～ 1918 年）















欲を排し、利他の精神に基づいた姿勢は、ヴォーリズや Omi Mission と極めて
近い内容を持っていたといえよう。
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